
 

 

 

産業技術記念館展示のねじ測定用三針の精度確認 

                                            2007/11/25 

中部産業遺産研究会      日高鉄也 

トヨタ自動車(株) 計測技術部 田中亀仁 

１． ねじ測定用三針の精度確認に至った経緯 

産業技術記念館の豊田英二記念室に展示されている写真 1 のねじ測定用三針

の精度確認を実施しましたのでその経緯と結果を報告いたします。 

 

 

 

 

ねじ測定用三針 
記念室 

ねじ測定用三針の展示の状態 

 

 

 

 

 

 

 

ラベルの印刷、 

サイズの単位はインチである 
ケースから取り出したねじ測定用三針 

ねじを測定する時は 3 本 1 組で使う 

 

写真 1 ねじ測定用三針 
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1.1 中部産業遺産研究会への参加 

朝倉昭二氏(故人)から中部産業遺産研究会(以下研究会と記述)へお誘いをい

ただき、写真 2 のようなシンポジュームや多くの産業遺産の研究発表を聞かせ

ていただきました。その中で同研究会の水野信太郎氏の「私は 100 年先を考え

て仕事をしている」という発言を聞いた時に、私も長いこと測定関係の仕事を

しているので、何か役に立つことをやっておこうという気持ちになり、次節で

触れる産業技術記念館（以下記念館）に展示してある“ねじ測定用三針”の精

度確認を思いつき調査を行いました。 

 

写真 2 中部産業遺産研究会のシンポジューム 2006 年 2 月 25 日 

 

1.2 ねじ測定用三針の展示の由来と精度確認の経緯 

このねじ測定用三針は、記念館の説明資料

（注3）の朝日新聞の記事によりますと、フォ

ード自動車の測定技術者の平田政夫氏が測

定コンクールに入賞した際、賞品にブロック

ゲージ発明者のヨハンソンからもらったも

ので、その後、トヨタ自動車（株）豊田英二

最高顧問に贈られた精密測定の歴史と由緒

のあるものです。 

写真 3 朝日新聞の記事 
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このねじ三針の信頼のできる精度確

認をするためには、国際的な計測システ

ムを運用しているトヨタ自動車（株）の

計測室にお願いするのが適切と考え、同

社の田中氏に相談したところ快諾をい

ただいたので、研究会の天野氏を通して、

記念館から借用してトヨタ自動車の計

測技術部計測実験課のご協力で精度確

認が実現しました。 

 

 

写真 4 測定の依頼の場面 大竹課長、日高 

注3 1998 年 5 月 24 日 朝日新聞日曜版 

(以上、執筆 日高) 

                  

２．精度の確認 

2.1 ねじ測定用三針とは 

ねじは、物と物を締め付け動かないように固定するためや、ねじの回転運動

により物を移動させるなどのはたらきがあり、自動車等輸送機械、電気機器、

一般機械、鉄骨・橋梁等の組み立て等広く使われます。 

ねじ測定用三針は、ねじの品質を保証するために基準として用いるねじゲージ

の有効径測定用基準器として用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 5 ねじの有効径の測定法 写真 6 ねじゲージの測定 

 

2.2 測定方法 

精度の確認には当然ですが実物測定を行います。前出のようにこれから 100

年、1000 年の歴史にも耐えるために、現在の国際的な計測技術水準を満たした

測定方法を適用する測定は、日本工業規格（JIS B 0271:2004 ねじ測定用三針

及びねじ測定用四針)、ＪＣＳＳ(計測法)、ＧＵＭ（ＩＳＯなどの 7 つの国際

機関の共同編集による測定の不確かさの国際文書）により、計測標準室（温度
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２０±０．５℃）にて実施しました。 

なお、測定はベテラン計測者（機械検査１級保有者）が実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 
写真 7 計測標準室 写真 8  測定の様子 写真 9 ﾏｲｸﾛｹｰﾀ 

 

2.3 ねじ測定用三針の製造メーカ及び測定データ 

1) ねじ測定用三針の製造メーカ及び精度確認の数量 

・ 製造メーカ 

TEE VAN KEUREN CO. WATERTOWN,MASS   参考１（関係資料） 

・精度確認数量 

No.1(0.01604),No.2(0.01804),No.3(0.01924), No.4 (0.02062), No.5(0.02221) 

No.6(0.02406),No.7(0.02624),No.8(0.02887),No.9(0.03207),No.10(0.03608) 

No.11(0.04441),No.12(0.04811),No.13(0.05020),No.14(0.05249) 

No.15(0.05774),No.16(0.06415),No.17(0.07217),No.18(0.08248) 

No.19(0.08248),No.20(0.09623)の２０セット 

（1 セット３本組）で単位はインチ、ただし、No.19 はケースのみで空、No,15

及び No.18 は各２本（各１本不足） 

2) 測定データ 

測定データの詳細は、付表１（測定結果）にありますが、その概要を下記

に示します。 

3) 測定データの単位 

ねじ測定用三針のケースに表記されている単位は、メートルではなくイン

チですので、メートル単位に変換して測定値と精度比較を行います。なお、

換算式は、1inch を 25.4ｍｍとして換算しました。 

4) 測定データの要約 

誤差は、図１のような状態であり現在の JIS 規格に合格する精度です。 

プラス側の誤差の最大値は、No.7 が、+0.0026mm 

マイナス側の誤差の最大値は、No.8 が、-0.0012mm 

であり、標準偏差（σ）で 0.00071mm と３σで 0.00213mm のバラツキとな

りました。 
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図1 誤差の推移（平均表示針径と呼び針径との差） 

 

 

＜結果＞ 

ＪＩＳ許容差      三針測定結果     測定の不確かさ（ｋ＝２） 

２．５μｍ   ＞   ２．１３μｍ    （０．４６μｍ） 

測定の不確かさとは、測定の確からしさを表す指標で、測定結果の 2.13μｍ

が 95％(2σ)の信頼度で、0.46μｍ以内にあることを示します。 

なお、詳細は、付表 2（不確かさバジェットシート）及び付表 3（不確かさ特

性要因）を参照ください。 

（精度確認 執筆 田中） 

 

参考 1（関係資料） 

インターネットより VAN KEUREN. CO の 1978 年のねじ測定用三針についての資料（英文、Ａ４

版 161 頁，ＰＤＦ）が入手できます。 

http://www.wbdg.org/ccb/FEDMIL/fed_h28.pdf

 

 

３． 精度確認を実施した所感 

3.1 品質管理講習会の説明とねじ測定用三針の精度 

私は、計量・計測関係者から断片的に聞いている話や、「測定システム解析」
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（注2）のAIAG公認の講習会で実施されているナットの寸法測定の方法に精密さ

の配慮が無いことから、ねじ測定用三針の精度は低いと予想していたが精度確

認の結果の高い精度に驚きました。 

ねじ測定用三針は、写真 1 のように人目を引く物ではないが、今回の精度確

認から写真 10 のような説明板を付けることによって、ねじ測定用三針につい

て見学者の理解が少しでも深まることを期待しています。 

(日高) 

 

3.2  計測標準の役割を再認識 

 自動車は、約２万点以上の部品で造られていますが、そのひとつにねじがあ

ります。特に安全や性能に関係するねじの果たす役割は大変重要であり、高精

度が要求されます。そのねじを測るための標準であるねじ測定用三針が、約 50

年前の物が現在とほぼ変わらない精度で造られていることには、当時から計測

標準に対する要求が高かったことを表しているのではないかと考察します。 

今回のねじ測定用三針の測定は、自動車と計測標準の歴史を勉強するたいへん

すばらしい機会を得ました。自動車部品の標準化のために、キャデラックが実

施した画期的な量産現場での部品加工基準にヨハンソンのブロックゲージを

取り入れたことやブロックゲージなくして近代産業の部品標準化をなしえな

かったことを勉強することができ、改めて計測標準が果たしてきた役割を再認

識しました。 

（田中） 

注2 Measurement Systems Analysis (AIAG) 
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付表１ 測定結果 
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 付表２ 不確かさバジェットシート 

 

付表３（不確かさ特性要因） 
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【ねじのはたらき】

・固定：物と物を締め付け動かないようにする
・移動：ねじの回転運動により物を移動させる
などのはたらきがあり広く使われます。

ね じ 測 定 用 三 針

・三針寸法 0.4074～2.4442mm
・三針精度 ２．１３μｍ（３σ）

３σとは、９９．７％が、精度２．１３μｍ

以内に入る確立を表します。

・測定の不確かさ ０．４６μｍ（ｋ＝２）
測定の不確かさとは、９５％が測定精度
０．４６μｍ以内に入る確立を表します。

このねじ測定用三針は、 ２００７年８月１日に、

トヨタ自動車（株）計測技術部にて、測定した
結果です。

■ねじ測定用三針

【ねじ測定用三針とは】
ねじの基準器の“ねじゲージの有効径を
測定”するための基準ゲージです。

（右写真）

写真 10 ねじ測定用三針の説明板 

 


